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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 
 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 C 5967-2-1：0000 
 (IEC 63267-2-1：2024) 

光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－ 

曲げ損失低減形マルチモード光ファイバコネクタ光

学互換標準－ 
第 2-1 部：50 µm コア PC 端面光ファイバの接続パ

ラメータ－ 
直角 

 
Fiber optic interconnecting devices and passive components – Connector 
optical interfaces for enhanced macro bend multimode fibers – Part 2-1: 

Connection parameters of physically contacting 50 µm core diameter fibers 
– Non-angled 

 
序文 

この規格は，2024 年に第 1 版として発行された IEC 63267-2-1 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，ランダムに接続された一対の PC（Physical Contact）端面をもつ 50/125 μm の曲げ損失低減

形グレーデッドインデックスマルチモード光ファイバ同士の接続（以下，PC 接続という。）において，挿

入損失及び反射減衰量の要求性能を満足する一連の要件について規定する。 

波長 850 nm における，JIS C 61300-1 に適合したエンサークルドフラックスの励振条件を用い，光ファ

イバコアの軸ずれ，開口数の不整合及び光ファイバコア径のばらつきに基づいて，性能等級を決定する。

ファイバ角度ずれは，現在の技術水準では無視できる程度とみなされ，挿入損失推定の要素から除外する。 

挿入損失等級及び反射減衰量等級は，JIS C 5967-1 で規定している。 

 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
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IEC 63267-2-1:2024，Fibre optic interconnecting devices and passive components – Connector optical 
interfaces for enhanced macro bend multimode fibres – Part 2-1: Connection parameters of physically 
contacting 50 µm core diameter fibres – Non-angled（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 5967-1 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－光ファイバコネクタ光学互換標準－第 1 部：

曲げ損失低減形マルチモード 50 µm コア光ファイバ－光学互換標準の通則 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 63267-1，Fibre optic interconnecting devices and passive 
components – Fibre optic connector optical interfaces – Part 1: Enhanced macro bend loss multimode 
50 µm core diameter fibres – General and guidance 

JIS C 61300-3-6 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3－6 部：反射

減衰量測定 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-3-6，Fibre optic interconnecting devices and passive 
components – Basic test and measurement procedures – Part 3-6: Examinations and measurements – 
Return loss 

JIS C 61300-3-34 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3－34 部：ラ

ンダム接続時の挿入損失 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-3-34，Fibre optic interconnecting devices and passive 
components – Basic test and measurement procedures – Part 3-34: Examinations and measurements – 
Attenuation of random mated connectors 

JIS C 61300-3-45 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3－45 部：検

査及び測定－多心光ファイバコネクタのランダム接続時の挿入損失 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-3-45，Fibre optic interconnecting devices and passive 
components – Basic test and measurement procedures – Part 3-45: Examinations and measurements – 
Attenuation of random mated connectors multi-fibre connectors 

IEC 61300-3-35，Fibre optic interconnecting devices and passive components – Basic test and measurement 
procedures – Part 3-35: Examinations and measurements – Visual inspection of fibre optic connectors and 
fibre-stub transceivers 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS C 5967-1 による。 

注記 JIS C 5962 の箇条 3（用語及び定義）及び JIS C 61300-1 の箇条 3（用語，定義及び略語）を参照。 

ISO 及び IEC は，標準化で用いる用語集のデータベースを次のアドレスで管理している。 

－ IEC Electropedia: https://www.electropedia.org/
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－ ISO Online browsing platform:https://www.iso.org/obp 

4 挿入損失等級及び反射減衰量等級 

PC 接続に適用する挿入損失等級及び反射減衰量等級を，表 1 及び表 2 に示す。 

表 1－850 nm におけるマルチモードのランダム接続時の挿入損失等級 

挿入損失等級  挿入損失の平均  
挿入損失 a） 

97 %以上 b）  
注記  

 dB dB  

Am   将来のアプリケーション用 

Bm 0.30 以下  0.60 以下   

Cm 0.50 以下  1.00 以下   

Dm   現時点では規定しない 

注 a) 挿入損失は，単心用光ファイバコネクタについては JIS C 61300-3-34 によって，多心光ファイバコネク

タについては，JIS C 61300-3-45 によって，測定しなければならない。 

注 b) ランダムに接続した光ファイバコネクタが，挿入損失の規定値を満足する確率は，97 %以上である。

この性能は，波長 850 nm において，規定のエンサークルドフラックスに適合した励振条件で動作する

公称値の光源を用いたときの接続パラメータ（光ファイバコア径，開口数及び軸ずれ）の統計的分布

を考慮することによって達成される。 

 

表 2－850 nm におけるマルチモードの反射減衰量等級 

反射減衰量等級 反射減衰量(接続状態)a） 注記 

 dB  

1  等級 1 は 45 以上（接続状態）と定義され，斜

め PC 接続用に予約されている 

2 20 以上   

注 a) 測定は，JIS C 61300-3-6 によって実施しなければならない。 

5 挿入損失等級及び反射減衰量等級へ適合するための基準 

5.1 一般事項 

表 1 及び表 2 の挿入損失等級及び反射減衰量等級を満足するための基準を，図 1～図 3 並びに表 3 及び

表 4 に示す。この基準を定義するために選んだパラメータは，実験を基に性能へ及ぼす影響の重要度に基

づいている。選択した基準は，実験結果だけではなく，5.2 に示す理論モデルに基づいている。 

技術報告書 IEC TR 62614-2 は，グレーデッドインデックスマルチモード光ファイバ製品の挿入損失及

び反射減衰量に関連した，ファイバ接続におけるエンサークルドフラックスに関するさらなる技術的背景

を示している。 

5.2 挿入損失等級及び基準 

発光ダイオード（LED）及びレーザ光源から出射された光が，マルチモードファイバに入射されると，
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変動するモードパワー分布を示すことがある。これらのモードパワー分布の変動は，ほとんどのマルチモ

ードファイバ部品に固有のモード損失差（DMA）と組み合わされて，一般に挿入損失を測定するときのば

らつきの要因となる。エンサークルドフラックスは，JIS C 61300-1 によって測定された，ニアフィールド

光パワーに基づいた定量的な要求事項を提供するために用いられ，挿入損失の予想される最大限の変動が

分かる。エンサークルドフラックスのテンプレートは，半径の限界値で定義され，包絡線を確立するため

の下限値及び上限値並びに目標値の，三つのエンサークルドフラックス曲線の集合から構築する。JIS C 
61300-1 では，光ファイバコア径と波長との組合せによる要求事項を表にしている。 

エンサークルドフラックスの限界値を導く理論は，光ファイバコアの屈折率分布，スペクトル幅，及び

モードフィールドに対するエルミート・ガウス又はラゲール・ガウスモデルといった仮定に基づく。接続

部の軸ずれに関連するモード群パワー結合行列は，入力モードフィールドを受光ファイバモードフィール

ドに対して相対的に変位させた異なるモードフィールドの重なり積分によって生成が可能である。これに

よって，試験中の性能に影響を及ぼす最も重要なパラメータである軸ずれ，光ファイバコア径及び開口数

に基づいて，規定のエンサークルドフラックス励振状態における挿入損失を計算することが可能となる。 

 

記号説明 
A～D：光ファイバ端面 
1：公称値をもつ光ファイバ 
2：基準コネクタ接続 
3：規定のエンサークルドフラックスに適合した励振状態 
4：ランダムな変位（xB，yB） 
5：ランダムな開口数及び光ファイバコア径 
6：ランダムな相対変位（xD-xC，yD-yC） 

図 1－接続 0 及び接続 1 を示す概略図 

必要なエンサークルドフラックス励振条件の特性評価は，一般的に基準接続等級光ファイバ及びインタ

フェース形状をもつ励振コードの端末で規定する。ランダムなコードを励振コードに連結した場合，最初

の接続部を，接続 0（C0）と呼ぶ。この接続は，モード結合及びモード損失差によって励振状態を変える

傾向がある。しかし，接続 1（C1）として定義される 2 番目の接続が，規定の損失性能等級の推定に使用

される。したがって，C1 での推定損失は，パワー分布がどれだけ変化されるかに関して C0 での接続に依存

し，性能等級の決定に考慮しなければならない。接続の測定系の概略図を，図 1 に示す。 

挿入損失等級は，接続パラメータを定義する統計的手法に基づいており，接続の 97 %が規定のランダム

接続損失（又はそれ以下）を満足する。この性能は，表 3 に記載する特性で示されるように，JIS C 6832
で規定された SGI-50/125-A□b 形(□には 1，2，3 又は 4 が入る)マルチモード光ファイバを用い，公称波長

850 nm を前提としている。 

光源 

接続 0（C0） 接続 1（C1） 
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表 3－マルチモード光ファイバの特性 

適用光ファイバ 公称波長 光ファイバコア径 開口数 有効群屈折

率 a) 

nm µm  

最小値 最大値 最小値 最大値 

SGI-50/125-A□b 形（□には 1，
2，3 又は 4 が入る）マルチモー

ド光ファイバ  
850 47.5 52.5 0.185 0.215 1.483 5 

注 a) 対応国際規格に記載があるが，JIS C 6832 では規定していないため参考情報とする。 

 

光ファイバコアの軸ずれ，開口数の不整合及び光ファイバコア径の，ランダム接続における母集団は，

シミュレーション用として統計的分布によると仮定する。接続 0 において基準光ファイバが中心に最適化

されていると仮定すると，C1 での軸ずれ量分布が C0 よりも 2 倍広いことに注意するのがよい。 

C1 での挿入損失は，与えられたパラメータの組合せに対する参照表を用いて推定される。これらの入力

を基礎とする統計的な仮定を用いて，予想損失分布が生成される。理論的分析のためのパラメータ限界値

及び確率密度関数を示す図式表現を図 2 に示す。 

 
記号説明 

A～D：光ファイバ端面 
1：励振条件テンプレートの上限値のエンサークルドフラックス 
2：光ファイバコア径が 49.5 μm～50.5 μm（一様分布）及び開口数が 0.198～0.202（一様分布）である基準光ファイ

バ 
3：変位が 0 μm～4.5 μm である基準コネクタ接続 
4：2 変量正規分布である変位（xB，yB） 
5：光ファイバコア径が 47.5 μm～52.5 μm（正規分布）及び開口数が 0.185～0.215（正規分布）であるコード 1 の光

ファイバ 
6：2 変量正規分布変位（xC，yC） 
7：2 変量正規分布変位（xD，yD） 
8：光ファイバコア径が 47.5 μm～52.5 μm（正規分布）及び開口数が 0.185～0.215（正規分布）であるコード 2 の光

ファイバ 
注記 1  正規分布は 3σが制限値内であるもの。 
注記 2  2 変量正規分布変位ばらつきは，極座標系のレイリー分布で定義した軸ずれ量によって代替することが可能

である。 
注記 3  基準接続用パラメータの詳細は JIS C 5967-2-2 を参照。 

光源 

接続 0（C0） 接続 1（C1） 
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図 2－挿入損失モデリングのためのパラメータ制限及び分布情報を示す図 

接続パラメータのシミュレーションによって，図 3 に示すように，接続部での軸ずれ量限界の関数とし

て，平均挿入損失レベル及び接続の 97 %以上が満足する挿入損失レベルの特性曲線を得ることが可能であ

る。軸ずれ量限界はレイリー確率分布によって定義され，尾部は 99.97 %で切り捨てられている。図に示す

ように，このグラフから性能等級 Bm 及び Cm における接続された光ファイバコア間の最大許容軸ずれ量

を，それぞれ約 3 µm 及び 6 µm と決定することが可能である。これとは別に，挿入損失が 0.6 dB 及び 1.0 
dB を超えないような軸ずれ量，光ファイバコア径及び開口数の組合せの最大許容値を表す応答曲面を附

属書 A に示す。これらは，それぞれの要素が規定の性能水準に及ぼす影響を定性的に示すものである。 

 

図 3－接続 C1 の挿入損失と軸ずれ量限界との関係 

5.3 反射減衰量等級及び基準 

端面の汚れ又はディフェクトを考慮しない場合，PC 接続光ファイバに固有の反射減衰量は，接続してい

る光ファイバコアの屈折率分布によって決まる。表 2 に示している反射減衰量等級を保証するために適切

な研磨方法が適用されていると仮定し，端面が使用に適しているかどうかを判定するために，端面の品質

を IEC 61300-3-35 によって検査しなければならない。光ファイバコアゾーン（ゾーン A）及び光ファイバ

クラッドゾーン（ゾーン B）におけるマルチモード PC 端面の外観要求を表 4 に示す。 

 

 

表 4－反射減衰量等級 2（反射減衰量 20 dB 以上）のマルチモード PC 端面の外観要求 

軸ずれ量限界（μm） 

接
続

C1
の
挿
入
損
失
（

dB
）

 

等級 Cm 

等級 Bm 

平均 
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ゾーン ディフェクト スクラッチ 

(直径) (直径) (幅) 

A：コア  

65 µm 

無制限（2 μm 未満）  
最大四つ（2 μm 以上かつ 5 μm 以下）  

なし（5 μm 超）  

無制限（3 μm 未満）  
最大四つ（3 μm 以上かつ 4 μm 以下）  

なし（4 μm 超）  

B：クラッド  

65 μm～110 μm 
無制限（25 μm 以下）  

なし（25 μm 超）  
無制限 
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附属書 A 
（参考） 

挿入損失等級を満たす軸ずれ量，開口数及び光ファイバコア径の関係 

挿入損失が 0.6 dB 及び 1.0 dB を超えないような軸ずれ量，光ファイバコア径及び開口数の組合せの最大

許容値を表す応答曲面を，それぞれ図 A.1 及び図 A.2 に示す。これらの曲面は，三次多項式近似で表現す

ることが可能であり，式(A.1)は 0.6 dB の場合，式(A.2)は 1.0 dB の場合をそれぞれ示す。 

 

𝛿 = −1 604.084 + 41.838 ⋅ 𝑑௖ + 12 640.219 ⋅ 𝜃 − 5.181 × 10ିଵ ⋅ 𝑑௖ ଶ − 42 251.161 ⋅ 𝜃ଶ +60∘2.523 × 10ିଷ ⋅ 𝑑௖ଷ + 50 276.123 ⋅ 𝜃ଷ − 146.769 ⋅ 𝑑௖ ⋅ 𝜃 +6.391 × 10ିଵ ⋅ 𝑑௖ଶ ⋅ 𝜃 + 202.813 ⋅ 𝑑௖ ⋅ 𝜃ଶ
 (A.1)

 

𝛿 = −1 142.025 + 29.408 ⋅ 𝑑௖ + 8 958.374 ⋅ 𝜃 − 3.857 × 10ିଵ ⋅ 𝑑௖ଶ − 31 251.504 ⋅ 𝜃ଶ +2.02 × 10ିଷ ⋅ 𝑑௖ଷ + 38 156.57 ⋅ 𝜃ଷ − 90.886 ⋅ 𝑑௖ ⋅ 𝜃 +3.658 × 10ିଵ ⋅ 𝑑௖ଶ × 𝜃 + 134.114 ⋅ 𝑑௖ ⋅ 𝜃ଶ
 

(A.2)

ここで， 𝛿： 軸ずれ量（µm） 
 dc： 光ファイバコア径（µm） 
 θ： 光ファイバの開口数 

 

 
図 A.1－波長 850 nm での最悪の励振条件における 0.6 dB の挿入損失を満たす軸ずれ量，開口数及び光フ

ァイバコア径の関連性を示す応答曲面 

軸
ず
れ
量
（

μm
）

 

7.5 

2.5 
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図 A.2－波長 850 nm での最悪の励振条件における 1.0 dB の挿入損失を満たす軸ずれ量，開口数及び光フ

ァイバコア径の関連性を示す応答曲面 

 

  

軸
ず
れ
量
（

μm
）

 
7.5 

2.5 
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